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研究の背景

消費者教育推進法（2012）
• 消費者教育の目的ー消費者の日々の意思決定や行動が、総体として経済社会の発展や持
続可能な社会を形成する上で大きな役割を果たすことを認識し、社会の一員として行動
する消費者を育成すること

• 環境教育、食育、国際理解教育その他の消費生活に関連する教育に関する施策との有機
的な連携を図ること

SDGs
• ゴール12「持続可能な生産と消費」消費者が自身の社会的役割を自覚し、責任ある消費
行動を取ることにより、責任ある生産を促し、持続可能な社会を構築しようとするもの
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将来の社会や教育の担い手である大学生は、2022年より成人として見なされ社会の担い手として、
主体的に社会参画し自らの将来への責任を果たしていくことが期待されている。



札幌におけるフェアトレードの歴史
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1980年代 日本ネグロスキャンペーンに賛同したJCNC北海道
がバランゴンバナナを輸入し「民衆交易」を開始

1991年 FT専門店「これからや」

2003年～ 市民へのFTの意義を周知する「フェアトレード
フェスタinさっぽろ」が毎年開催

2019年6月1日 札幌市 日本で5番目の「フェアトレードタウン」

2019年10月12日 札幌学院大学と北星学園大学・北星学園大学短期大
学部 全国2番目（道内初）のフェアトレード大学



研究目的

•消費者教育においては、無関心層への啓発が課題

•様々な媒体による広告や市場における商品の陳列が有効

•日常の消費の現場（店頭）に、FTの商品や意義を伝える象徴と
なるものが、気軽に目にとまる環境を作ることが肝要
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① FTタウン、2つのFT大学、各ステイクフォルダーの連携・協働
により開発したFT商品を教材として活用し、本プロジェクトに
参画した学生の社会的価値行動の醸成に関する教育効果

② 消費者に対する周知媒体の有効性に関する実証研究
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事業計画
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事業１：旭川生産者視察

•北海道とフェアトレード産品の生産者訪問し、消費の裏側に隠され
た生産者の実態をレポートし、上記のホームページやリーフレット
にて紹介する。
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事業２：Webサイト開設・リーフレットの開発

•開発したフェアトレードのオリジナル商品を紹介するホームページ
の制作やリーフレットを学生が主体となって開発する。
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出典：北海道×フェアトレードプロジェクトページ
https://sguftcircle.wixsite.com/fairtrade2018/project



事業３：国際Webシンポジウム企画・運営・参加
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出典：世界フェアトレード大学Webシンポジウムページ
https://fgr4010179861.wixsite.com/symposium



事業３：Youtube画面
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出典：世界フェアトレード大学Webシンポジウム Youtubeページ
https://www.youtube.com/watch?v=B7Lif5fqBio



事業３：基調講演（ミドルセックス大学）
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事業３：実践紹介（北星学園大学・静岡文化芸術大学）
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北星学園大学

静岡文化芸術大学



事業３：パネリスト報告（４大学学生団体）
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静岡文化芸術大学

北星学園大学

ミドルセックス大学

札幌学院大学



パネルディスカッション全体会
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学生調査概要

【調査概要】インターネット調査 札幌学院大学学生 82名

【調査期間】2020年11月9日ー16日

【回答者の属性】経営学部 22名（有効回答率 26.82％）

男性 17名（77.27%)/女性 5名（22.73%）

日本人 20名/中国人 1名/台湾人 1名

1年生 4名/2年生 11名/3年生 3名/4年生 4名

3.5以上 5名/2.0-3.5未満 11名/2.0未満 3名/新入生 3名

「さっぽろゆめ結晶」参画した 7名/参画していない 15名

「国際シンポ」参加した 8名/参加していない 14名
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フェアトレード認知度/購入意向（入学前 vs. 現在）

認知度 購入意向

N=22
N=22



フェアトレード産品の購入歴/年間購入額（入学前 vs. 現在）

購入歴 年間購入額

N=22 N=22



フェアトレード産品の購入検討品目：過去/1ヶ月以内（複数回答）

過去 1ヶ月以内

N=22 N=22



大学内で販売してほしいフェアトレード製品/産品（複数回答）
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大学内で関わりたいフェアトレード普及活動（複数回答）
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フェアトレード大学が社会に対し行うべき活動（複数回答）
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男子２年生①

• サークルが3年生から2年生に代替わりになってから初めての大きな仕事が
この国際シンポジウムでした。このシンポジウムの準備が始まったのは前
期の後半から取り掛かりました。最初の方にプロジェクトのスケジュール
表を作ったが、僕の力不足やリーダーとしての自覚が足りておらずスケ
ジュールの管理が全くできていませんでした。先生の声掛けによってやっ
と行動をしていた。準備段階ではこのことが一番の反省すべき点です。
（メンバー一人一人への謝辞省略）最初は無事の成功するのか不安でした
が、みんなが頑張ってくれたおかげでこのシンポジウムは良いものにでき
たと思います。

• ディスカッションでは各大学の意見を生で聞けたのでとてもいいものにな
りました。特にミドルセックス大学のアリスさんの「フェアトレードを
様々な人に理解し協力をしてもらうには自分達の活動を一貫性をもって継
続していく事が大事だ」という意見が印象に残りました。

• 今回のシンポジウムで他の大学の活動やマインドを知る事ができ、現状に
満足せずに活動を発展させ継続させる必要があると思いました。
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女子２年生①

• 今回のシンポジウムは、かなり規模が大きく、全員が流れを完璧に
理解することがすぐにできなかったので、話し合いや確認を何度も
重ねることが改めて大事であると感じました。

• イベントを運営していくにあたって、人の輪の有難さや重要さを改
めて気づくきっかけとなりました。

• 最も考える時間となったのは、やはり英国Middlesex University さ
んの基調講演と活動報告でした。フェアトレードの活動が盛んであ
るヨーロッパ・イギリスでは、活動内容の規模が違うと感じました。

• 英国の皆さんも様々な苦労をされたということだったので、焦らず
に私たちの活動を継続させていくことが近道であると感じました。
他大学の活動報告も、直接ではないと聞くことができない話を聞く
ことができたので、とても有意義な時間となりました。
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男子２年生②

• 学内の人間だけで話し合うことがとても多いように感じているので、出来
ることなら自身たちだけの話し合いよりも、このようなシンポジウムや
フォーラム、交流会など自分たち以外の考え方や活動をもっと溜め込む機
会が多いほうがいいのではないかと感じました。自身で学ぶことも私たち
学生に関しては沢山ありますが、それ以上に大学生ができる最も有益なこ
とということを考えた際同じ大学生同士がこのようなシンポジウムなどの
話し合いを通じて、意見を出し合いそれを持ち帰って各自団体で話し合う
というシステムが理想的だと感じました。

• グループディスカッションで私たちのグループは話が尽きませんでした。
結果、時間制限で話が切られてしまいましたので、もっと話したいという
気持ちがぬぐえません。そこで、話し合いの機会だけを学生で作りたいな
と思いました。あくまで出来ればいいという程度ですが…。今回のシンポ
ジウムのようにまず各大学が行っている活動を発表する時間を設けて、話
し合いのテーマを決め、各グループでディスカッションし発表しあう。そ
のような機会が定期的にあってもいいのではないでしょうか。1か月に一
回そのような機会があれば、私たちの意欲も上がりますし、考え方に新鮮
さが保たれると思います。
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女子2年生②

• 実際にファシリテーターをやってみるとリハーサルの時と異なり人数も増え考え
方も変わるので、全員の意見をまとめるのもとても難しかったです。人の意見を
聞きつつ、自分のまとめに落としこみつつ、時間が余ったらさらに話す内容を増
やして意見を聴くなど、気を配るところが多すぎてとてもリハーサルの練習だけ
ではうまくいかず、もっと練習しておくべきだった。

• フェアトレードとは教える側と教えられる側ではなくて、みんなが同じ目標に向
かって努力して進んでいくものだということをおっしゃっていました。自分は
フェアトレードサークルに入ってから持続可能な世界について先輩や先生方に教
えていただいている気持ちでしたが、目標が同じであれば、どこから入っても
フェアトレードは平等で、いろいろな視点や考え方があることを教えあいながら
成長できるものなのだと気づきました。

• 英語が得意な人は英語のアドバイスや討論を行い、機材の扱いに長けている人は
機材の調整にまわり、参加者はともに討論して、視聴者からは質問をいただく。
このWebシンポジウムが、関わってくださったすべての方の協力によって成功し
たイベントになったのだと痛感しました。

25



期待される成果・効果（大学生）
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事業の期待 事業の成果・効果

１．若者の力が社会を変えるとい
う大学生の消費者市民資質の向上
に寄与する。

パネルディスカッションのテーマからも学生が社会を変える
には、自分たちが主体的にまずは身近な人から仲間を増やし
て行くこと、活動を楽しんでいること、一貫して活動に取り
組むことで、無意識のうちに人の行動を変えることができる
ことを学んだ。

２．FT大学としての社会的使命
を再認識させることができる。

日本のFT3大学が結集し、FTの地域における意義と役割を議
論したことにより、自分たちの活動に満足することなく、他
大学の取り組みから今後の活動の示唆を得た。

３．英国と日本との意見交換によ
り、世界共通の格差の是正、貧困
問題の解消に向けた相互の活動内
容、考え方を学べる。

英国の取り組みから、単にFTを推進するだけでなく生産者を
支える取り組みということを伝えていく重要性を再認識した。

４．英語による議論およびそれま
での企画準備を通じて、国際コ
ミュニケーション力を養う。

留学経験のある日本人学生・日本にいる外国人留学生は積極
的に英語で議論していた。より流暢な英語力を持つ日本人か
ら刺激を受け、自分の英語力の足りなさを実感したり、語学
を学ぶモチベーションの向上へと繋がっていた。



期待される成果・効果（大学関係者）
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事業の期待 事業の成果・効果

１．大学のFTを通じた社会
貢献のあり方について意識
形成を行うことができる。

システムの関係で視聴者アンケートが回収できな
かったので、検証できなかった。

２．大学の社会貢献の姿勢
を社会へ周知することがで
きる。

407視聴数（11月17日現在）、「いいね」10件、
多くの視聴者にフェアトレードの意義を伝えるこ
とができた。

３．多様な授業展開の在り
方を実践することができる

オンラインだからこそ可能となる国際理解教育、
遠隔教育の1つの形態として、教員からの講義の他
にも多様な大学との共同授業の展開方法を確認し、
協定大学との共同プログラムの開発への示唆を得
た。



期待される成果・効果（市民）
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事業の期待 事業の成果・効果

１．札幌・江別市民への
フェアトレードの認知向上
へ寄与する。

システムの関係で視聴者アンケートが回収できな
かったので、検証できなかった。

２．消費を通じた社会貢献
の意義を、一般消費者へ伝
えることができる。

各団体の発表がフェアトレードの本来の意義を伝
えるものであった。

３．世界が同時に貧困問題
や人権問題に取り組む現状
を伝えることができる。

日英の大学による議論で、他国の学生の意識や活
動内容を学ぶことができ、フェアトレードは世界
的な取り組みであることを再認識できた。



期待される成果・効果（社会）
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事業の期待 事業の成果・効果

１．SDGsのゴール17に寄
与する産官学民連携の消費
者市民社会の形成に向けた
連携・協働のモデルを示す
ことができる

本シンポジウムは、教育機関の連携によるイベン
トであったが、各大学の取り組みは、いずれも産
官学民連携によるフェアトレードの推進であった。
連携・協働モデルは、報告書にて記載予定。

２．今後、新たにFT大学を
目指す大学へのモデルを示
すことができる。

実際に、現在FT大学申請をしている1大学が、パ
ネルディスカッションにも参加してくださり、後
続の大学への示唆が与えられた。




